
【参考】 境港市における下水道事業の概要 

 

１．下水道の整備状況等 

※別紙計画平面図を参照 

（１）ほぼ市内全域（農用地等除く）が下水道の計画区域であり、当初は６０年程度の整備

期間を想定していた。 

（２）昭和５８年度に事業着手し、平成２年度より供用（下水道の一般使用）を開始した。 

  ＊佐斐神町の終末処理場の下流側から上流側の境地区方面へ順次整備してきた。 

（３）平成２２年度末における公共下水道の普及率は５１．６％、平成２３年度は境地区（大

正町、中町ほか）、上道地区（境高等学校周辺）、三軒屋町などを整備予定である。 

  ＊普及率の参考 鳥取県平均：６４．３％、全国平均：７５．１％（岩手県、宮城県、福島

県を除く） 

（４）下水道の前回認可区域（大正川より東側の境地区など）は、平成２３年度に整備完了

の予定であったが、東日本大震災の影響などにより、概ね平成２４年度に整備完了の予

定となった。 

（５）平成２２年度に深田川の東側まで認可区域を拡大した。現在のペースで境地区周辺、

については平成２８年度頃にほぼ整備できる見通しである。 

  ＊終末処理場から離れているため、人口密集の境地区の整備がまだ残っており、優先

的に整備する方針である。 

 

◇整備状況（平成２３年３月末時点） 

項   目 行政区域 全体計画 整備済み 

人 口（人） ３５，９６０（A） ３０，３００ １８，６２６（B） 

面 積（ha） ２，８７９ １，７４３ ７４７．１ 

 

◇普及率及び水洗化率（下水道への接続率） 

普及率（B）／（A） 水洗化戸数 水洗化人口 水洗化率（C）／（B） 

５１．６％ ６，４８０戸 １５，７１５人（C） ８４．７％ 

 

◇既存の主要施設 

終末処理場 汚水管渠 中継ポンプ場 日最大処理能力 日平均流入水量 

下水道センター １４７．８km １箇所（下ノ川） ７，８００m3／日 ５，４０１m3／日 

※日平均流入水量は、平成２２年度の年間実績 



２．下水道会計の財政状況 

 

（１）支出（平成２２年度実績：２，０１２百万円）                  （単位：百万円） 

建  設  費 

（汚水管渠、処理場など） 

７０９ 

 

市債償還金（返済） 

１，０２６ 

維持 

管理費 

２７７ 

 ※建設費のうち、国庫補助事業：５３０百万円、地方単独事業：１７９百万円 

 

（２）収入（平成２２年度実績：２，０１２百万円）                  （単位：百万円） 

国庫 

補助金 

２５３ 

 

市債（借入） 

３７９ 

 受益者 

 負担金 

 ６１ 

 

一般会計繰入金（市税等） 

９１６ 

下水道使用料 

（使用者負担） 

３３９ 

 

 その他 

６４ 

 

（３）市債残高、償還金等の推移                           （単位：億円） 
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※左軸 － 市債残高（借入残高、平成２２年度末の残高：約１２１億円） 

※右軸 － 市債償還金（返済）、一般会計繰入金、下水道使用料 

※平成１８年度、１９年度の一般会計繰入金は、一時的な借入等により減額措置 
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